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定年退職にあたって
第一技術主主
1.就職して恩ったこと
昭和41年3月7Sに産業機械工学科(昭和40年4月設置、昭和6
3年4月に改組され機械工学科となる)の「技術補佐員Jとして採用さ
れ (8時間勤務で日給672円)、同年4月1日に正式採用されました。
(行政職(ー) 8等級2号俸)
採用当時は産業機械工学科の建物はなく、機械工学科に仮住まいして
いました。機滅工学科の本館は木造2階建、講座実験室は平屋で3棟あ
りました。働き始めると、周りの人は偉い人ばかりだし、職場には華や
かさはないし、通勤には時間がかかるし(当時は、敦賀から通勤してい
問中義樹
ましたので、片道2時間程度かかっていました)、想像以上に大変なところに就職したものだ、就職
先を間違えたかと悩んでいました。そうこうしているうち、上司の助教授から、この職場には他の
職場では得られない喜びが在るとの助言を受け、自分なりに考え、もう少し頑張ってみることにし
ました。それ以来、そのアドバイスをいつも念頭に置いて職務に励んで来ました。月日の経つのは
早いもので定年になりましたが、この42年間満足して仕事をしてきたのだろうか、大学に役立つ
ことをしてきたのだろうか等、諸々の事を考えている今日この頃です。
2. 42年間の仕事について
配属先の熱工学講座で学生実験の指導と伝熱学の研究の手伝いを行ってきました。学生実験の指
導は機械工学科の3年生を対象として、ディーゼ、ノレエンジンの性能試験、冷凍機の性能試験、アナ
ログ計算機による熱伝導の解析、熱交換器の実験等に関することでした。研究の手伝いは自然対流
熱伝達がメインでした。伝熱機構の基本的な過程は3つの基本形式、すなわち熱伝導、熱伝達及び
熱放射により行われていますが、熱伝達とは熱が気体または液体から闘体へ、逆に固体から気体ま
たは液体へ移動する場合の伝熱形式であり、自然対流と強制対流があります。具体的な研究内容と
しては、伝熱面(管、平板)を黄銅で作り、中にカートリッジヒータを入れ、伝熱面温度を者制定す
るための熱電対の挿入穴(直径1.5mm位)をあけ、完成した伝熱面を脱気した純水の中に入れ、
カートリッジヒータへの入力電圧や伝熱面温度、周囲の流体温度を測定し熱伝達率を求め、流れの
観察をしていました。
温度場の計測に、マッハツエンダー干渉計を使用したこともありました。 7 ツハツエンダー干渉
計は、平行光線を半透鏡で二つに分け、その一方を流れの中に通し、この光ともう一方の光とを写
真フィルム上で合成して、流れの中の流体の密度変化によって生じる干渉縞を作らせて流れを調べ
る装置です。マッハツエンダ一子渉計は調整も、干渉縞の解析も難しく、穣気のいる研究だったこ
とを覚えています。伝熱学の実験では、伝熱面の製作が上手くいけば、実験は90%成功したも向
然なので、設計・製作には大変気を使いました。
平成3年頃から福井県雪対策・建設技術研究所と共同して、地中熱を利用した融雪システムや空
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調システムの研究も始めました。融雪を行う場合には路面の温度が Ooc以上になればよく、高温の
熱源を必要としません。そこで季節を通じでほぼ一定温度(福井市内で約 160C前後)である地中熱
を利用するために、建物の基礎杭(深さ 30m位)に水を入れ、地中熱により暖められた水を道路
面に敷設した放熱管に送り融雪し、放熱した水を基礎杭の下部に戻すものです。
空調システムは、防塵のために外気流入を嫌う屋外設置型キャビネットの内部温度を
Oocから 40"Cに保ち、内部の電子機器を保護するものです。これらは、省エネルギーの観点、
からも面白い研究でした。
3.記憶に残っている 3つの出来事
3. 1 上司の助教授の急死
昭和42年 11月に、助言を頂いた上司の助教授が急死しました。以前に入院歴があったと後で
開きましたが、健康管理の大事さを教えられました。お通夜や葬儀の手伝い、部屋の整理等で大変
忙しかったことを覚えています。
3. 2 冬の賞与の支給ミス
昭和56年 12月の冬の賞与の受取り額が、支給額より 10万円少なかったことです。当時は俸
給、賞与等は各自が経理係へ印鑑を持って受取りに行っていました。支給日は士曜日(半日勤務)
で、多忙だったため 12時30分頃受取りに行きましたが、その日に限って確認をしませんでした。
当時は大学前の上里官舎に入居していたので、王手く帰って昼食を食べたいと思ったのが間違いで
した。帰宅して妻に渡したら 10万円少ないといわれ数え直したが、やはり少なかったので、あわ
てて経理係へ貸与を持って説明に行きました。幸いにも、宿直者が工学部の全教職員に電話をして
確認してくれたみたいでした。当日の午後6時位に、 10万円の行方が判ったと連絡があった時に
は、ほっとした事を覚えています。この件で、何事も最後の確認が大事であることを学びました。
3. 3 実験室の火災
平成 11年 11月に、派遣先の実験室から出火しました。朝、入構すると、消防車が大学会館前
に数台止まっていたので、どこかで火事があったなと思いながら駐車し、居室のある機械工学科の
方へ歩いていくと、火元は、派遣先の実験室であることが判りました。火元は、熱サイホンの実験
装置でした。アクリル樹脂で作った水槽に電気ヒータを内蔵した伝熱面を入れて、 2日間ほど連続
で実験をしていたのですが、電気ヒータから出火したとのことです。パソコン、恒温装置、冷却機、
デジボル等の実験機器や、以前に製作した実験装置等の処分に2週間ほど掛かり、苦労して製作し
た実験装置を処分した時には、今までの努力が水泡に帰した感じでした。この件から、安全対策の
重要牲を再認識させられました。
最後に、長いようで短く感じた42年間、皆様方にはご指導、ご鞭縫を賜り大過なく定年を迎え
ることが出来ましたことに深く感謝申し上げますとともに、皆様の今後のご活躍とご健康を心より
お祈り申し上げます。
